
１　基本方針

平成２５年度事業計画書

（公財）山梨県青少年協会は現在、山梨県から「青少年センター」、「愛宕山こどもの国」、「愛宕山
少年自然の家」、「八ヶ岳少年自然の家」、「科学館」の５施設の管理運営を受託しております。現在
までの約40年を超える施設運営の経験を活かして、県民サービスの一層の充実を図り、利用者の皆様に
満足していただける施設運営に努めていきます。
　行政をはじめ、家庭、学校、地域社会、企業等との連携を密にしながら積極的な取り組みを推進し、
年々厳しさを増す社会経済状況の下で、従来にも増して協会設立の意義と役割を自覚し、事業を適正か
つ継続的に行えるよう、健全な運営に努め、青少年の健全育成を図っていきます。また、平成２６年度
からの中期的な経営計画を策定いたします。
　以下、5施設の運営事業についての説明を行いますが、これらはいずれも、青少年が社会性を身につ
け、豊かな人間性を培うことを目的としており、それらの達成のために、自然体験や奉仕体験、科学と
の触れ合いなどの様々な体験活動の場を提供するものであり、青少年健全育成を目的とする事業を展開
しております。

（県立青少年センターの運営）
スポーツ施設、研修室の利用や事業等をとおして青少年のふれあいの機会をつくり、相互のコミュニ
ケーションを深め、基本的な倫理観や生活態度、社会的規範等が伝えられるような信頼関係を構築して
いくための手助けをしていきます。
生涯学習社会の中で、県民の多様なニーズに応え、青少年指導者養成や退職後のシニアの知恵と技術を
次代に伝える場として、また、家族のふれあいの機会や、青少年の居場所づくり、独身者の出会いの場
としても積極的に役割を果たしていくほか、県内にもニートと呼ばれる若年者が相当数いるとみられる
ことから「山梨県若者サポートステーション」を開設して、自立に関する相談業務に当たり、さらに学
校との新たなネットワークの構築や積極的なアウトリーチなど、青少年の健全育成を進めていきます。

（県立愛宕山こどもの国の運営）
　子どもにとって遊びは生活そのものであり、遊びをとおして様々な生活の知恵や能力を身につけ、人
間として成長するものであります。
　こどもの国は甲府市内から近く、自然に恵まれた里山の中、「いつ行っても何かがあるこどもの
国」、「指導員のいるこどもの国」として充実させ、緑と太陽の下で自然と直接触れ合いながら、子ど
もたちが自由に遊びを展開できるように安全で快適な環境づくりを行います。また、愛宕山の自然の中
から、自然の素晴らしさを学ぶことができるよう、各種事業を実施するとともに、青少年の健全育成が
図れるよう来園者に対して、最新の注意を払い、安全で楽しい遊び場の確保と、積極的な遊びを進める
ための指導・助言をを進めていきます。

（県立愛宕山少年自然の家・県立八ヶ岳少年自然の家の運営）
　次代を担う子どもたちが、家庭生活、学校生活から離れ、自然体験活動や集団宿泊活動を行うこと
で、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断・行動し、よりよく問題を解決する資質や
能力を導き出し、生きる力を育み、豊かな人間性を身につける等、少年自然の家での活動においては
様々な教育効果が期待できるように進めていきます。
　この使命を果たすため、少年期における課題に対応した主催事業を実施し、又、学校や少年団体、家
族等の利用計画に基づく体験活動の支援をとおして、少年たちの可能性に満ちた能力や感性、知的好奇
心、協調性、社会性を育むことを目指した青少年健全育成を進めていきます。

（県立科学館の運営）
県立科学館は、青少年をはじめとする県民の科学に対する関心と理解を深め、科学の芽となる不思議に
思う感性とその疑問を解決しようとする探究心を育み、教育及び文化の発展に寄与するため、科学をわ
かりやすく紹介するプログラムを提供していきます。
　プラネタリウム、学習展示及び実験工作等の生涯学習施設としての運営をベースとしながら、県民の
ニーズや社会情勢の変化に迅速に対応したプログラムの提供に取り組み、また、施設設備の機能を活用
した事業、大学等の県内関係機関との連携による事業、県民に親しまれる特別企画展を実施し、小中高
校の学習利用等の拡大を図る中で青少年の健全育成を進めていきます。



２　公益目的事業

（６）主催事業・自主事業

（１）施設管理は、関係法令を遵守し、利用者の安全確保に細心の注意を払い、快適な利用

      環境を継続的、安定的に提供し、適正な施設の維持管理を行う。

（２）施設の安全管理や利用者サービスの面で豊かな経験を持つ職員の中から、各種資格や

      ノウハウを持った人材を配置し、施設の効率的な管理を進める。

（３）経理事務を一元化による集中管理体制とし、管理運営に当たっている各施設の再委託

      業務の一括入札や、仕様の見直しなどによる経費の削減など、費用対効果を念頭に置

      いて業務の見直しを行い、効率的な維持管理を行う。

（４）利用者アンケートを定期的に行い、ニーズを的確に把握し、利用者サービスの向上を

      図る。

（利用者別集計表）

新規 継続 計 前年対比

（５）マスコミ、県の広報、ダイレクトメール、ホームページの定期更新や職員によるチラ

      シの配布など広報の充実を図る。

　　　・ 専門技術・知識を有する職員による指導体制を促進し、利用者ニーズを満足させる事
　　　　 業展開を図る。

　　　・ 複数の施設が共催し、施設及び職員が協力することにより、それぞれの特性をより
　　　　 生かした事業を実施する。

　　　・ 大学生、社会人の天文、野外活動及び青少年活動等のボランティア組織の育成、学生
         インターンシップによる就労体験事業、社会教育主事資格講習受入れ等による活性化
         を図る。

　　　・ 地域住民との連携による各種行事を計画し、参加を呼びかけるとともに、地域の人達
         の健康増進や余暇の活用及び地域指導者の活動拠点とし、施設と地域との連携を図
　　　　 る。

　　　・ 県内大学との連携を強化し積極的に各種プログラムを実施する。
         宇宙学講義（山梨県立大学）

廃止

小・中・高校生対象事業 5 22 27 0 2

大学生・一般対象事業 5 16 21 2 6

親子対象事業 4 10 14 -9 5

（施設別集計表）

新規 継続 計 前年対比
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計 16 100 △5 18

小・中・高校・大学生
一 般 対 象 事 業

2 38 2

廃止

36

84

青少年センター 5 20 25 0 5

6

八ヶ岳少年自然の家 5 17 22 0 5

愛宕山こどもの国
愛宕山少年自然の家 4 22 -218

計 16 84 100 △ 5 18

科　　学　　館 2 29 31 △3 2


